
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

8,332 8,332

補助金を交付し
たことにより、
活動を支援した
団体数

16団体

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

学校教育振興事業については、子どもたちの「生きる力」や、自ら課題を見つけ、主体的、創造的に取り組む資質等を養うため、引き続き現状継続とす
る。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

学校教育振興事業

児童生徒の「生きる力」を育み、自ら課
題を見つけ、主体的、創造的に取り組む
資質を資質を養う総合学習や、学校の創
意工夫を生かした特色ある学校づくり、
職業体験を通して社会人としての自立意
識を育てるインターンシップ事業を推進
するため、各校の教育振興協議会に対し
補助金を交付する。

各学校それぞれが創意工夫を凝
らし、特色ある事業を活発に展
開することで、学力の向上や豊
かな心の育成に向けた取組が進
められたとともに、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により中
止又は延期が余儀なくされた修
学旅行等のキャンセル料等に対
し、特別補助金を交付したこと
により、保護者の経済的な負担
軽減及び、キャンセル料等を支
払うことによる事業規模の縮小
（教育効果の低減）を回避し、
充実した教育活動の実施が可能
となった。
16校8,332千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-1 義務教育9年間の学びを支える教育活動の展開



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

4,011 4,011

部活動加入数割
合【加入数÷全
校生徒数】

74.30%

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

中学校体育連盟支援事業については、中学生の体力の向上、スポーツに対する意識の向上と心身の健全な育成を図るため、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

中学校体育連盟支援
事業

北広島市中学校体育連盟が実施する市
内、管内大会を通じて中学生の体力の向
上、スポーツに対する意識の向上と心身
の健全な育成を図るため、交付金を交付
する。

適切に大会を開催、運営するこ
とで、生徒間の交流、中学校に
おけるスポーツの振興が図られ
た。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-4 健やかな体を育てる教育の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,530 2,530

中体連全道大会
等出場助成生徒
の割合

100%

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

全国全道中体連・中学校文化部活動大会出場支援事業については、スポーツ・文化に対する意識の向上及び心身の健全な育成を図るとともに、当該生徒
の保護者や教員等の負担を軽減するため、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

全国全道中体連・中
学校文化部活動大会
出場支援事業

市立中学生のスポーツ・文化に対する意
識の向上及び心身の健全な育成を図ると
ともに、当該生徒の保護者や教員等の負
担を軽減するため、全国・全道中体連大
会並びに文化部活動の全道全国大会への
出場に要する要する費用の一部を助成す
る。

現状継続とする。 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-4 健やかな体を育てる教育の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

10 10

姉妹校交流（オ
ンライン）を
行った学校数

14校

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

姉妹都市子ども大使交流事業については、姉妹都市との交流、郷土学習、平和教育を推進するため、今後も派遣交流を実施する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

姉妹都市子ども大使
交流事業

小中学生が姉妹都市である東広島市と相
互訪問することにより、ふるさと意識を
高めるとともに、両市の友好親睦を深め
る。また、広島市原爆死没者慰霊式及び
平和祈念式に参列することにより、平和
を尊ぶ心を育てる。

令和2年度に続き、新型コロナウ
イルスの影響のため派遣交流を
中止としたが、代替事業として
姉妹校間の児童・生徒会による
オンライン交流を行い、姉妹都
市の交流を深めた。また、平和
を尊ぶ心を育む取組として、各
校で平和教育の一環として千羽
鶴を作成し、広島市を通じて献
納した。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-6 社会の変化や課題に対応した教育の推進



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,514 2,514

補助金を交付し
たことにより、
活動を支援した
団体数

3団体

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

学校教育団体活動支援事業については、教職員の資質の向上と教育内容及び学校経営の充実を図るため、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

学校教育団体活動支
援事業

教職員の資質の向上と教育内容及び学校
経営の充実を図るため、教育関係団体が
行う活動経費の一部を補助する。

教職員の資質の向上や学校教育
の充実のため、オンラインやオ
ンデマンドを活用しながら研修
会や各種事業が実施された。

現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-2 学校教育環境の整備
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-2-2 教育環境の整備



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,350 1,350

予算の執行率及
び補助内容

100%
吹奏楽備品（楽
器）の購入
（1,716千円）

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

私立学校教育振興事業については、私立学校の教育環境の充実と保護者の負担軽減を図るため、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

私立学校教育振興事
業

私学の教育環境の充実及び保護者の負担
軽減を図るため、市内に本校を有する私
立高等学校が行う教育活動を支援する。

札幌日大高校の学校教育活動を
支援することで、当該校の教育
活動の充実、また市内の私立高
等学校へ子どもを通学させてい
る保護者の負担軽減に寄与し
た。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-2 学校教育環境の整備
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-2-2 教育環境の整備



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

82,884 82,884

市で設定したＩ
ＣＴ活用の到達
目標を達成した
教職員の割合
（北広島市学校
ICT活用推進計
画：目標70％）

小学校66％、中
学校65％

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

学校ＩＣＴ環境整備事業については、現状継続とし、既存機器環境の更新検討、保守管理やセキュリティ機能、校務支援体制の維持・充実を図り、計画
的かつ安定的な整備更新を実施する。また、国や道の動向を踏まえて、整備を行った機器の利活用促進を図るとともに、効果的な校務・学習支援ソフト
ウェアの導入検討等、児童生徒及び教職員の情報活用能力の育成に向けた調査研究を引き続き行う。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

学校ICT環境整備事
業

子どもたち一人一人に公正に個別最適化
され、資質・能力を一層確実に育成する
ための教育ＩＣＴ環境を整備する。
ＧＩＧＡスクール構想の円滑な推進を図
るため、指導者用のタブレット約450台を
導入するとともに、職員室の通信環境を
整備する。

更新年次を迎えた既存機器の中
学校校務用コンピュータ（207
台）及び小中学校校務用サーバ
（15台）の更新を実施した。
GIGAスクール構想に基づく一人
一台環境の実現に向けて、ICT機
器を活用した授業や校務をより
一層円滑化させるために、小中
学校教職員分として指導者用コ
ンピュータ（443台）を整備する
とともに、小学校学習者用コン
ピュータ（1,420台）とそれを収
納する電源キャビネット（75
台）の追加整備を実施し、一人
一台環境を整備した。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-2 学校教育環境の整備
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-2-3 学校ICT環境の整備


